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今
年
も
全
力
で
が
ん
ば
り
ま
す 

 
 
 

小
林
ま
み
子 

大
曽
根
勝
正 

                                     

                

大
曽
根
議
員
の
一
般
質
問 

 

     

市
長
は
東
海
第
二
原
発
、
「
20

年
運
転
延
長
認
可
」
に
反
対
を 

  

原
子
力
規
制
委
員
会
が
今
年
11
月

28
日
で
運
転
開
始
40
年
に
な
る
東
海

第
二
原
発
に
つ
い
て
、
20
年
運
転
延
長

を
認
可
し
ま
し
た
。
原
子
炉
等
規
制
法

で
原
発
の
運
転
期
間
は
40
年
と
決
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
日
本
共
産

党
茨
城
県
委
員
会
は
た
だ
ち
に
規
制
委

員
会
と
日
本
原
電
に
抗
議
し
、
日
本
共

産
党
と
し
て
原
発
ゼ
ロ
の
茨
城
と
日
本

を
実
現
す
る
た
め
全
力
を
あ
げ
る
と
声

明
を
発
表
し
ま
し
た
。
抗
議
声
明
で
は
、

30
キ
ロ
圏
内
に
96
万
人
が
住
み
実
効

性
の
あ
る
避
難
計
画
は
作
れ
な
い
と
指

摘
し
、
県
内
44
市
町
村
の
約
８
割
の 

                    
34
市
町
村
議
会
で
再
稼
動
や
運
転
延

長
に
反
対
す
る
意
見
書
が
可
決
さ
れ
て

お
り
、
同
原
発
の
廃
炉
を
求
め
ま
し
た
。 

 

市
民
か
ら
も
、
同
原
発
の
20
年
運
転

延
長
に
不
安
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
市
長
の
見
解

を
聞
き
ま
し
た
。 

 

梶
山
副
市
長
の
答
弁
は
、
市
民
の
不

安
に
つ
い
て
、
一
連
の
審
査
の
情
報
が

十
分
説
明
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
あ

げ
、
年
明
け
に
予
定
さ
れ
て
い
る
原
子

力
規
制
委
員
会
の
説
明
会
や
、
日
本
原

電
に
も
説
明
会
を
求
め
る
と
い
う
だ
け

で
し
た
。 

 

大
曽
根
議
員
は
、
市
民
の
安
全
安
心

に
責
任
を
持
つ
市
長
が
、
再
稼
動
を
表

明
す
る
前
に
「
再
稼
働
・
20
年
延
長 ↗

 

 

日
立
総
合
病
院
産
婦
人
科
の

医
師
確
保
に
つ
い
て 

  

12
月
市
議
会
初
日
、
小
川
市
長
は
、 

〝
筑
波
大
学
と
の
協
議
が
進
み
、
４
月

か
ら
同
大
学
か
ら
４
名
の
産
婦
人
科

医
師
が
派
遣
さ
れ
、
東
京
医
科
大
学
と

共
同
診
療
体
制
に
な
り
、
リ
ス
ク
の
高

い
分
娩
な
ど
診
療
体
制
の
強
化
が
図

ら
れ
ま
す
、
引
き
続
き
周
産
期
母
子
医

療
セ
ン
タ
ー
を
再
開
さ
せ
、
安
心
し
て

子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
に
力
を
入
れ
ま
す
〟
と
報
告

し
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
と
し
て
も
、

毎
年
要
望
し
て
き
た
も
の
で
す
。 

 ↘
 

に
反
対
を
表
明
す
る
こ
と
」
を
求
め

ま
し
た
。 

 

「
一
自
治
体
で
も
了
解
し
な
け

れ
ば
再
稼
動
で
き
な
い
」 

  

「
新
安
全
協
定
」
で
周
辺
６
市
村
に

「
実
質
的
な
事
前
了
解
権
」
が
あ
る
こ

と
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
11

月
７
日
規
制
委
員
会
が
20
年
延
長
の

認
可
を
出
し
た
と
た
ん
、
原
電
副
社
長

は
「
再
稼
動
に
つ
い
て
、
（
自
治
体
に
）

拒
否
権
は
な
い
」
と
発
言
。
テ
レ
ビ
を

見
て
い
て
私
は
、
そ
の
傲
慢
な
言
い
方

に
驚
き
ま
し
た
。
住
民
の
安
全
よ
り
も

経
営
優
先
の
日
本
原
電
に
対
し
、
厳
し

く
対
応
す
る
こ
と
も
求
め
ま
し
た
。 

 

再
稼
働
の
是
非
、 

市
民
の
意
思
集
約
は 

  

小
川
市
長
は
再
稼
動
の
是
非
を
判
断

す
る
に
あ
た
っ
て 

（
ウ
ラ
面
に
続
く
） 

  

小
林
議
員
の
一
般
質
問 

 
      

憲
法
25
条
は
「
す
べ
て
国
民
は
、
健

康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営

む
権
利
を
有
す
る
」
（
生
存
権
）
。
生
活

保
護
制
度
の
削
減
は
憲
法
違
反
で
す
。

生
活
保
護
基
準
は
、
最
低
賃
金
や
、
就

学
援
助
・
国
民
健
康
保
険
料
・
公
営
住

宅
な
ど
の
減
免
基
準
な
ど
、
他
の
制
度

に
連
動
し
て
い
る
た
め
、
引
下
げ
の
打

撃
は
生
活
保
護
利
用
者
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
生
活
扶
助
基
準
を
元
に
戻
す

べ
き
で
す
。 

 

小
林
議
員 

ハ
ウ
ジ
ン
グ
プ
ア
の
実

態
把
握
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

 

保
健
福
祉
部
長 

ホ
ー
ム
レ
ス
は
例

年
１
月
に
調
査
を
実
施
、
対
応
し
て
い

ま
す
。
引
続
き
、
安
定
し
た
住
居
を
持

た
な
い
方
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
警
察
、 

              

      

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
関
係
機
関
と
情

報
を
共
有
し
、
必
要
な
対
応
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。 

  

小
林
議
員
の
議
案
質
疑 

 
 

小
中
学
校
５
０
０
室
に
エ
ア

コ
ン
設
置
、
来
年
６
月
末
ま
で

に
分
割
発
注
を 

  

市
長
は
12
月
市
議
会
初
日
に
、
今
年

の
猛
暑
を
取
り
上
げ
、
子
ど
も
た
ち
の

健
康
を
守
る
た
め
幼
稚
園
小
中
学
校
普

通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
表
明
し

補
正
予
算
で
約
９
億
円
を
計
上
。
来
年

６
月
ま
で
に
設
置
完
了
さ
せ
る
た
め
の

発
注
方
法
に
つ
い
て
質
疑
し
ま
し
た
。 

 

教
育
部
長
は
「
来
年
６
月
ま
で
に
完 

了
さ
せ
る
こ
と
を
最
優

先
に
、
多
く
の
地
元
事
業

者
に
広
く
受
注
の
機
会

を
提
供
で
き
る
よ
う
、
発

注
方
法
に
つ
い
て
は
、
６

件
に
分
け
て
発
注
し
ま

す
。
幼
稚
園
に
つ
い
て
は

９
園
17
台
を
２
件
に
分

け
て
、
年
度
内
に
設
置
が

完
了
す
る
予
定
で
す
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。 
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東
海
第
二
老
朽
原
発
の 

20
年
運
転
延
長
は
あ
ま
り
に
無
謀

!! 

健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
暮
ら
し 

を
保
障
す
る 

制
度
改
悪
で
憲
法

25
条
の
危
機 
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大
曽
根
議
員
の
一
般
質
問 

 
 （

オ
モ
テ
面
か
ら
の
続
き
） 

市
民
の
代

表
者
か
ら
幅
広
く
意
見
を
聞
く
会
議
を

設
置
す
る
と
し
ま
し
た
。
原
発
メ
ー
カ

ー
の
人
や
原
発
事
業
者
か
ら
献
金
を
受

け
て
い
る
よ
う
な
人
は
入
れ
な
い
よ
う

に
求
め
ま
し
た
。 

 

梶
山
副
市
長
は
「
専
門
家
、
関
係
機

関
・
団
体
お
よ
び
市
民
の
代
表
者
等
か

ら
な
る
組
織
を
年
度
内
に
設
置
す
る
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

原
発
事
故
時
の 

避
難
計
画
進
ま
ず 

  

今
年
１
月
に
日
立
市
広
域
避
難
計
画

（
素
案
）
の
住
民
説
明
会
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
約
１
年
経
ち
ど
の
よ
う

に
す
す
め
ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
質

し
ま
し
た
。 

①
東
海
第
二
原
発
が
重
大
事
故
を
起

こ
し
た
場
合
、
自
家
用
車
で
福
島
県
に

避
難
す
る
の
が
基
本
で
す
。
自
家
用
車

を
も
っ
て
い
な
い
方
は
バ
ス
で
避
難
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
バ
ス
が
何
台
必

要
か
調
査
は
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。 

 

11
月
６
日
、
日
本
共
産
党
茨
城
県
議

団
は
茨
城
バ
ス
協
会
と
懇
談
。 

 

茨
城
県
は
原
発
事
故
が
起
き
た
際
、

約
３
０
０
０
台
の
バ
ス
と
運
転
手
の
提

供
を
要
請
し
て
い
ま
す
が
、
協
会
は
「
何

台
出
せ
る
か
分
か
ら
な
い
。
３
０
０
０

台
も
の
バ
ス
と
運
転
手
は
不
可
能
」「
住

民
の
移
動
や
避
難
に
協
力
す
る
が
、
放

射
能
が
出
た
ら
責
任
は
取
れ
な
い
」
と

強
調
し
て
い
ま
す
。 

 

総
務
部
長
は｢

避
難
時
に
バ
ス
を
利

用
す
る
方
の
人
数
に
つ
い
て
、
今
後
調

査
し
ま
す
。
バ
ス
に
よ
る
避
難
に
つ
い

て
は
茨
城
県
が
調
整
を
す
す
め
て
い
ま

す｣

と
答
弁
。 

②
病
院
・
介
護
施
設
入
所
者
の
避
難
に

つ
い
て
、
素
案
で
は
バ
ス
、
福
祉
車
両

で
避
難
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

寝
た
き
り
状
態
の
方
を
バ
ス
で
避
難
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま

た
避
難
す
る
際
、「
費
用
負
担
を
求
め
ら

れ
て
い
る
」
と
の
声
も
あ
り
ま
す
。 

 

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
避
難
計
画
の
チ

ェ
ッ
ク
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

で
す
か
。 

 

総
務
部
長
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
が

避
難
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
い
ま
だ
全
施
設
が
完
了
し

て
い
な
い
状
況
で
す
。 

 

費
用
負
担
に
つ
い
て
は
、
個
人
負
担

は
発
生
し
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
ま

す
」
と
答
弁
。 

③
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
体
制
に
つ
い
て
。

放
射
能
が
放
出
後
に
避
難
す
る
場
合
、

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
し
、
放
射
能
を

検
出
し
た
ら
除
染
し
な
け
れ
ば
、
避
難

先
に
行
け
ま
せ
ん
。
そ
の
体
制
、
場
所

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。 

 

総
務
部
長
「
茨
城
県
が
具
体
的
な
場 

         

所
、
方
法
を
検
討
し
て
い
ま
す
」
と
答

弁
。 

④
子
ど
も
た
ち
の
命
、
健
康
に
直
結
す

る
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
、
保
育
園
、
幼
稚

園
、
小
中
学
校
、
特
別
支
援
学
校
な
ど

へ
の
備
蓄
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
で
す
か
。 

 

総
務
部
長
は
「
原
子
力
規
制
委
員
会

は
、
被
曝
の
影
響
が
大
き
い
子
ど
も
た

ち
へ
の
配
布
に
重
点
を
置
く
見
直
し
を

行
う
情
報
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
視
し

対
応
し
ま
す
」
と
答
弁
。 

 

大
曽
根
議
員
の
コ
メ
ン
ト
「
避
難
計

画
策
定
は
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
そ
も
そ

も
30
キ
ロ
圏
内
96
万
人
、
実
効
性
の

あ
る
計
画
は
無
理
で
す
。
そ
う
い
う
状

況
の
下
20
年
運
転
延
長
、
再
稼
動
を
規

制
委
員
会
が
認
可
し
た
こ
と
は
無
責
任

で
す
。
日
本
共
産
党
は
市
民
団
体
と
一

緒
に
再
稼
働
阻
止
に
全
力
を
尽
く
し
ま

す
。
」 

===================== 
 

国
保
料 

子
ど
も
の
均
等
割
り
の
軽
減
を 

  

「
高
い
国
保
料
」
が
今
年
度
ま
た
上

が
り
ま
し
た
。
年
間
所
得
１
０
０
万
円

に
も
な
ら
な
い
方
か
ら
「
年
金
が
下
が

っ
て
い
る
の
に
一
万
円
以
上
も
上
が
っ

た
」
と
怒
り
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
は
何
度
も
一
般
会
計
か

ら
の
繰
り
入
れ
を
行
い
国
保
料
の
引
き

下
げ
を
要
請
し
て
き
ま
し
た
。 

 

子
育
て
支
援
の
立
場
か
ら
18
歳
以

下
の
均
等
割
り
の
軽
減
も
提
案
し
て
き

ま
し
た
。 

 

18
歳
以
下
の
被
保
険
者
数
と
均
等

割
り
保
険
料
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
、
ま
た
軽
減
に
つ
い
て
の
考
え

を
お
聞
き
し
ま
す
。 

 

保
健
福
祉
部
長
「
被
保
険
者
数
は
２

７
３
１
人
、
均
等
割
り
保
険
料
は
５
０

７
５
万
円
で
す
。
財
源
の
確
保
も
含
め 

  

小
林
議
員
の
一
般
質
問 

 
      

小
林
議
員 

10
月
20
日
か
ら
９
日

間
、
ひ
た
ち
Ｂ
Ｒ
Ｔ
の
お
さ
か
な
セ
ン

タ
ー
か
ら
大
甕
駅
間
で
、
自
動
運
転
バ

ス
実
証
実
験
「
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
自
動
走

行
の
実
証
評
価
」
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。
今
後
期
待
す
る
も
の
に
つ
い
て
お

伺
い
し
ま
す
。 

 

都
市
建
設
部
長 

今
回
の
実
証
実
験

は
、
国
立
研
究
開
発
法
人 

産
業
技
術
総

合
研
究
所
が
主
体
と
な
り
、
遠
隔
自
動

運
転
に
よ
る
移
動
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
実

現
を
目
標
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
全
国

21
箇
所
の
候
補
地
か
ら
唯
一
選
定
さ

れ
、
期
間
中
、
合
計
72
便
、
約
５
百
人

が
乗
車
し
ま
し
た
。 

 
研
究
開
発
が
一
層
進
展
し
、
公
共
的

な
活
用
が
可
能
と
な
れ
ば
、
運
転
手
不

足
解
消
や
コ
ス
ト
縮
減
等
図
ら
れ
、
高

齢
者
の
移
動
手
段
確
保
、
さ
ら
に
は
地

域
の
活
性
化
に
も
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

小
林
議
員 

自
動
運
転
バ
ス
の
安
全

性
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。 

 

都
市
建
設
部
長 

安
全
性
の
確
保
は

国
で
研
究
等
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

回
の
実
験
で
は
運
行
時
に
お
け
る
不
測 

て
今
後
の
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き

ま
す
」
と
答
弁
。 

 

大
曽
根
議
員
「
不
要
不
急
の
事
業
を

見
直
せ
ば
財
源
は
生
ま
れ
ま
す
。
子
育

て
支
援
の
立
場
に
立
て
ば
一
般
会
計
か

ら
の
繰
り
入
れ
は
可
能
で
す
」 

      

の
事
態
へ
の
対
応
等
の
課
題
が
あ
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。
市
と
し
て
も
、
十
分

な
安
全
性
を
確
保
し
な
が
ら
「
ひ
た
ち

Ｂ
Ｒ
Ｔ
」
で
の
遠
隔
自
動
運
転
の
実
現

に
向
け
、
引
き
続
き
関
係
機
関
な
ど
と

協
議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

小
林
議
員 

競
争
が
加
速
し
安
全

性
・
住
民
が
置
き
去
り
に
な
ら
な
い
よ

う
要
望
し
ま
す
。 

===================== 
  

 

反 

対 

討 

論 
 

▼
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

 

職
員
の
給
料
、
期
末
勤
勉
手
当
の
引

き
上
げ
は
賛
成
で
す
が
、
議
員
及
び
常

勤
特
別
職
の
期
末
手
当
の
引
き
上
げ
に

つ
い
て
は
、
消
費
税
増
税
、
国
保
料
の

引
き
上
げ
な
ど
で
、
不
安
定
な
生
活
を

送
る
多
く
の
住
民
に
配
慮
し
、
自
粛
し
、

据
え
置
く
べ
き
と
考
え
ま
す
。 

▼
土
地
の
買
い
入
れ
に
つ
い
て 

 

日
立
南
太
田
Ｉ
Ｃ
近
く
に
、
メ
ル
セ

デ
ス
ベ
ン
ツ
用
の
モ
ー
タ
ー
プ
ー
ル
を

整
備
す
る
土
地
約

3･5
ヘ
ク
タ
ー
ル

（
ha
）
を
約
２
億
９
千
万
円
で
買
う
も

の
で
、
モ
ー
タ
ー
プ
ー
ル
は
現
在
す
で

に
７
つ
、
総
面
積
21･

５
ha
あ
り
、
さ

ら
に
日
立
港
区
第
３
ふ
頭
地
区
に
10

ha
整
備
。 

 

現
在
の
稼
働
率
な
ど
み
れ
ば
、
こ
れ

以
上
の
整
備
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

===================== 
 

 

請 

願
・
陳 

情 
 

 

議
会
と
し
て
「
医
師
養
成
定
員
を

減
ら
す
政
府
方
針
の
見
直
し
を
求

め
る
意
見
書
」
を
国
に
提
出
す
る
こ

と
を
求
め
る
陳
情

 

提
出
者 

茨
城
県
医
療
労
働
組
合 

連
合
会 

 

陳
情
趣
旨 

地
域
住
民
の
い
の
ち
と

健
康
を
守
る
立
場
か
ら
茨
城
県
の

医
師
確
保
に
力
を
入
れ
、
「
医
師
養

成
定
員
を
減
ら
す
政
府
方
針
の
見

直
し
」
を
求
め
る
も
の
。 

  

委
員
会
審
査
で
、
大
曽
根
議
員
は
、

茨
城
県
の
医
師
数
が
全
国
ワ
ー
ス
ト
２

位
で
あ
り
、
願
意
妥
当
で
あ
り
採
択
を

求
め
ま
し
た
が
他
会
派
は
継
続
審
査
と

し
ま
し
た
。 

 

私
学
の
保
護
者
負
担
軽
減
と
教

育
条
件
改
善
の
た
め
の
陳
情

 

提
出
者 

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
学
園 

 

陳
情
趣
旨 

①
私
立
高
校
生
へ
の

授
業
料
の
補
助
②
公
私
格
差
是
正

の
た
め
私
立
高
等
学
校
振
興
補
助

の
増
額
を
求
め
る
も
の
。 

  

願
意
妥
当
で
あ
り
全
員
賛
成
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。 

ひ
た
ち
Ｂ
Ｒ
Ｔ
で
自
動
運
転
バ
ス
の 

実
証
実
験
が
お
こ
な
わ
れ
る 

再稼働事前了解権を持つ６市村 


